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４ 日常生活圏域

№ 市町村名 圏域数

中央・簗瀬・城東
陽南・宮の原・
西原

昭和・戸祭 今泉・錦・東 西・桜

御幸・御幸ヶ原・
平石

清原 瑞穂野 峰・泉が丘 石井・陽東

横川 雀宮（東部）
雀宮（西部）・五代
若松原

緑が丘・陽光
姿川（北部）・富士
見・明保

姿川（南部） 国本 細谷・宝木 富屋・篠井 城山

豊郷 かわち(古里中学校区) 田原（田原中学校区） 奈坪（河内中学校区） 上河内

中央第一地区 中央第二地区 中央第三地区 毛野地区 山辺地区

西地区 北地区 富田地区 協和地区 愛宕台地区

坂西地区

栃木東地区 栃木西地区 栃木北地区 大宮地区 皆川地区

吹上地区 寺尾地区 国府地区 大平北地区 大平南地区

藤岡地域 都賀地域 西方地域 岩舟地域

佐野圏域 犬伏圏域 植野圏域 界圏域 吾妻圏域

堀米圏域 旗川圏域 赤見圏域 田沼圏域 田沼南部圏域

田沼北部圏域 栃本圏域 三好圏域 野上圏域 戸奈良圏域

新合圏域 飛駒圏域 葛生圏域 常盤圏域 氷室圏域

鹿沼北部地区 鹿沼中央地区 鹿沼東部地区 菊沢地区 東大芦地区

北押原地区 板荷地区 西大芦地区 加蘇地区 北犬飼地区

東部台地区 南摩地区 南押原地区 粟野地区 粕尾地区

永野地区 清洲地区

今市地区 落合地区 豊岡地区 大沢地区 塩野室地区

日光地区 中宮祠地区 小来川地区 藤原地区 三依地区

足尾地区 栗山地区 湯西川地区

小山 大谷 間々田 生井 寒川

豊田 中 穂積 桑 絹

8 真岡市 5 真岡圏域 山前圏域 大内圏域 中村圏域 二宮圏域

大田原圏域 西原圏域 紫塚圏域 金田北圏域 金田南圏域

親園圏域 野崎圏域 佐久山圏域 湯津上圏域 黒羽圏域

川西圏域 両郷圏域 須賀川圏域

10 矢板市 3 矢板地区 泉地区 片岡地区

黒磯地区 厚崎地区 とようら地区 稲村地区 東那須野地区

高林地区 鍋掛地区 西那須野東部地区 西那須野西部地区 塩原地区

氏家中央地区 氏家東部地区 氏家西部地区 喜連川地区 鷲宿地区

河戸地区 穂積・金鹿地区

13 那須烏山市 2 烏山地区 南那須地区

14 下野市 3 南河内地区 石橋地区 国分寺地区

15 上三川町 1 上三川町

16 益子町 3 田野地区 益子地区 七井地区

17 茂木町 4 茂木地区 逆川地区 中川地区 須藤地区

18 市貝町 3 北部地区 中部地区 南部地区

19 芳賀町 1 芳賀町

20 壬生町 2 北地区 南地区

21 野木町 1 野木町

22 塩谷町 3 玉生地区 船生地区 大宮地区

23 高根沢町 2 東部地区 西部地区

24 那須町 3 高原地域 那須地域 芦野・伊王野地域

25 那珂川町 3 東部地区 中央地区 西部地区

179

佐野市

3

足利市 11

栃木市 14

合　計

6 日光市 13

7

那須塩原市 10

小山市 10

12

市町村事業計画における圏域名

1 宇都宮市 25

2

5 鹿沼市 17

204

さくら市 7

9 大田原市 13

11
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 　 ●はつらつプラン 21（七期計画）

計画策定の経過 
 

年月日 内  容 

平成 29(2017)年 2月 「高齢者の暮らしと介護についての意識調査」実施 

平成 29(2017)年 6月 2日 
地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を

改正する法律公布 

平成 29(2017)年 7月 11 日 

第１回栃木県高齢者支援計画策定部会 

・栃木県高齢者支援計画「はつらつプラン２１（七期計画）」

の策定について 

・栃木県の高齢者の現状について 

・栃木県高齢者支援計画「はつらつプラン２１（七期計画）」

の骨子（案）について 

平成 29(2017)年 10月 13 日 

第２回栃木県高齢者支援計画策定部会 

・栃木県高齢者支援計画「はつらつプラン２１（七期計画）」

各論素案について 

平成 2(2017)9 年 12月 15 日 

第３回栃木県高齢者支援計画策定部会 

・栃木県高齢者支援計画「はつらつプラン２１（七期計画）」

素案について 

平成 29(2017)年 12月 28 日 

～平成 30(2018)年 1 月 29 日 
パブリック・コメントの実施 

平成 30(2018)年 3月 8日 

第４回栃木県高齢者支援計画策定部会 

・栃木県高齢者支援計画「はつらつプラン２１（七期計画）」

（案）について 
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栃木県高齢者支援計画策定部会 委員名簿 
五十音順、敬称略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 団　　　　体　　　名 役　職　等 氏　名 備　考

1 一般社団法人　栃木県医師会 副会長 前原　操

2 一般社団法人　栃木県歯科医師会 副会長 川津　博亨

3 公益社団法人　栃木県看護協会 会長 渡邊　カヨ子

4 一般社団法人　栃木県老人保健施設協会 会長 矢尾板　誠一

5 一般社団法人　栃木県理学療法士会 副会長 細井　直人

6 社会福祉法人　栃木県社会福祉協議会 常務理事 小林　敦雄 副部会長

7 一般社団法人　栃木県老人福祉施設協議会 副会長 古口　光夫

8 一般社団法人　栃木県介護福祉士会 副会長 齋藤　和孝

9 栃木県地域包括・在宅介護支援センター協議会 会長 浜野　修

10 NPO法人　とちぎケアマネジャー協会 会長 大山　典昭

11 栃木県民生委員児童委員協議会 会長 日向野　文代

12 宇都宮市 保健福祉部長 酒井　典久

13 野木町 健康福祉課長 石渡　眞

14 一般財団法人　栃木県老人クラブ連合会 副会長 浅井　光二

15 公益社団法人　認知症の人と家族の会 栃木県支部 世話人代表 金澤　林子

16 日本労働組合総連合会 栃木県連合会 事務局長 吉成　剛

17 学校法人　国際医療福祉大学
医療福祉・マネジ
メント学科教授

小林　雅彦 部会長

18 栃木県議会
生活保健福祉委
員会

日向野　義幸

19 公募委員 森田　圭子

 

高齢者の暮らしと介護についての意識調査（概要） 

 

Ⅰ 調査の概要  

１ 調査対象  栃木県内の第１号被保険者（65歳以上の方）10,000人（無作為抽出） 

２ 回答数   5,845人（回収率58.5％）             

３ 調査方法  郵送法 

４ 調査期間  平成29(2017)年２月11日～２月27日 

 

Ⅱ 調査の特徴  

１ 経年変化を見るため、全体の約８割の設問を継続調査項目とし、地域包括ケアシステムを構築する上で

の    ニーズを把握する観点から、在宅医療・介護に関する設問を拡充 

２ 一部の設問において、高齢者本人と家族の意識を比較 

 

Ⅲ 回答者の状況  

 

(1)年齢・性別 

 

 

 

 

 

 

 

(2)要介護認定 

 

 

 

 

 (n=) 

 

今回 

 

(5,845) 

 

前回 

 

(6,190) 

 

2.5%

1.9%

1.8%

2.2%

2.4%

1.7%

2.4%

1.9%

1.5%

1.6%

1.7%

1.3%

1.1%

1.1%

85.0%

80.5%

1.6%

7.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

要支援１ 要支援２

要介護１ 要介護２

要介護３ 要介護４

要介護５ 要介護・要支援の認定は受けていない

無回答

51.5%

53.8%

33.4%

32.3%

14.1%

12.5%

1.0%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（n=5,845）

前回

（n=6,190）

65歳～74歳 75歳～84歳 85歳以上 無回答

37.8%

38.3%

46.8%

48.2%

15.5%

13.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（n=5,845）

前回

（n=6,190）

男性 女性 無回答
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Ⅳ 調査結果の概要  

１ 暮らしについて 

(1) 生きがいを持ち続けるための人生の過ごし方、暮らし方 
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趣味や健康づくり、短時間勤務などを考えている人が増えている一方、フルタイムでの勤務を考える

人は減少しています。 

 

 (2) 自立して暮らすために行いたいこと           
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健康への配慮や運動、趣味などの活動は大きく変化はありませんが、地域でのふれあいについては徐々

に増加している傾向にあります。 

 

 
(3) 地域包括支援センターの認知度 
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 地域包括支援センターを知っているという人は増加している傾向にありますが、利用率には大きな伸

びはなく、知っているがどういうところか分からないという人が増えています。 

 

 (4) 必要な生活支援サービス 
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Ⅳ 調査結果の概要  

１ 暮らしについて 

(1) 生きがいを持ち続けるための人生の過ごし方、暮らし方 
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趣味や健康づくり、短時間勤務などを考えている人が増えている一方、フルタイムでの勤務を考える

人は減少しています。 

 

 (2) 自立して暮らすために行いたいこと           
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健康への配慮や運動、趣味などの活動は大きく変化はありませんが、地域でのふれあいについては徐々

に増加している傾向にあります。 
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 地域包括支援センターを知っているという人は増加している傾向にありますが、利用率には大きな伸

びはなく、知っているがどういうところか分からないという人が増えています。 

 

 (4) 必要な生活支援サービス 
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(5) 地域包括ケアシステムの認知度（新規項目） 

詳しく知っている
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ある程度知っている
27.7%

言葉は聞いた

ことがあるが、

あまり知らない
41.1%

全く知らない
27.3%

無回答
1.6%

 

地域包括ケアシステムを知っている人（詳しく知っている＋ある程度知っている）は３割にとどまって

いる状況です。 

 

 
２ 介護について 

 (1) 介護が必要になった時、暮らしたい場所 
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介護サービスを使用せず、家族に介護してもらいながら、ずっと自宅で暮らしたい

介護サービスを活用しながら、ずっと自宅で暮らしたい

介護の度合いが軽いうちは自宅で暮らし、重くなったら特別養護老人ホームなどに移りたい

介護の度合いが軽いうちから、民間の有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅などに移りたい

すでに施設に入所している

その他

わからない

無回答  

本人・家族ともにずっと自宅で暮らしたいという回答は減少が続いています。また施設への入居意向

は増加していますが、介護の度合いが軽いうちは自宅で暮らしたいという回答は増加しています。 

  

(2) 介護が必要になった時、自宅で暮らすために必要なこと 
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訪問介護サービスや施設利用、家族に対する支援などのニーズへの回答が多い一方、介護が必要となった場

合ではサロンなど居場所確保のニーズは下がっている状況です。 

 (3) 最後を迎える場所（新規項目） 

本
人 

家
族 
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(5) 地域包括ケアシステムの認知度（新規項目） 
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41.1%

全く知らない
27.3%

無回答
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地域包括ケアシステムを知っている人（詳しく知っている＋ある程度知っている）は３割にとどまって

いる状況です。 

 

 
２ 介護について 

 (1) 介護が必要になった時、暮らしたい場所 
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本人・家族ともにずっと自宅で暮らしたいという回答は減少が続いています。また施設への入居意向

は増加していますが、介護の度合いが軽いうちは自宅で暮らしたいという回答は増加しています。 

  

(2) 介護が必要になった時、自宅で暮らすために必要なこと 
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訪問介護サービスや施設利用、家族に対する支援などのニーズへの回答が多い一方、介護が必要となった場

合ではサロンなど居場所確保のニーズは下がっている状況です。 

 (3) 最後を迎える場所（新規項目） 

本
人 
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 (3) 最後を迎える場所（新規項目） 

   

自宅

47.7%

子どもや兄弟姉妹など

親族の家

1.0%

病院などの医療施設

33.1%

介護老人保健施設

5.0%

特別養護老人ホーム

などの福祉施設

7.1%

民間の有料老人ホーム

やサービス付き高齢者

向け住宅など

1.7%

その他

1.4%
無回答

3.0%

 

 半数が自宅を希望していますが、病院など施設を希望する人も半数います。また、男女別に見ると女性の方

が自宅を希望する割合が少ない状況です。 

 

（参考）最期を迎える場所（男女別） 

自宅, 55.4 

自宅, 42.1 

子どもや兄弟姉妹など親族の家, 

0.9 
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自宅 子どもや兄弟姉妹など親族の家

病院などの医療施設 介護老人保健施設

特別養護老人ホームなどの福祉施設 民間の有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅など

その他 その他

 

 
３ 認知症について 

 (1) 認知症について、どの程度知っているか 
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(2) 認知症に対する不安感             

12.7 

42.0 

13.2 

22.8 

6.3 
3.0 

14.1 

46.1 

12.4 

19.0 

6.3 
2.0 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

不
安
に
な
る

と
き
ど
き
不
安

に
な
る

不
安
に
な
ら
な

い

考
え
た
こ
と
が

な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

H25 H28

 

 認知度・不安感ともに大きな変化はありません。なお、年代別に見ると、年齢が高くなるほど認知度は

低くなる傾向にあります。 

 

（参考）認知症に対する不安感（年代別） 

 

 

 (n=) 

全体 (5,845) 

【年齢別】   

年

齢 

65歳～74歳 (3,009) 

75歳～84歳 (1,954) 

85歳以上 (826) 

無回答 (56) 
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 (3) 最後を迎える場所（新規項目） 
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向け住宅など
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 半数が自宅を希望していますが、病院など施設を希望する人も半数います。また、男女別に見ると女性の方

が自宅を希望する割合が少ない状況です。 

 

（参考）最期を迎える場所（男女別） 
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(2) 認知症に対する不安感             
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 認知度・不安感ともに大きな変化はありません。なお、年代別に見ると、年齢が高くなるほど認知度は

低くなる傾向にあります。 

 

（参考）認知症に対する不安感（年代別） 

 

 

 (n=) 

全体 (5,845) 

【年齢別】   

年

齢 

65歳～74歳 (3,009) 

75歳～84歳 (1,954) 

85歳以上 (826) 

無回答 (56) 
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(3) 取り組みたい認知症の予防活動 
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 大きな変化はありませんが、予防教室等への参加や取組の必要性への理解が進んでいない状況です。 

 

(4) 認知症になっても安心な地域づくりのために必要なこと 
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介護や医療に関するサービスについての回答が多い状況ですが、支え合いの体制構築や理解促進など

の回答が増加している傾向があります。 

 

 

 

 

 

  

 

 
(5) 家族が認知症になった時に知りたいこと〔回答者：家族〕 
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）
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前回の調査と大きな違いはありませんが、介護や医療に関するサービスについてのニーズが高

い状況です。 
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(3) 取り組みたい認知症の予防活動 
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 大きな変化はありませんが、予防教室等への参加や取組の必要性への理解が進んでいない状況です。 

 

(4) 認知症になっても安心な地域づくりのために必要なこと 
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介護や医療に関するサービスについての回答が多い状況ですが、支え合いの体制構築や理解促進など

の回答が増加している傾向があります。 

 

 

 

 

 

  

 

 
(5) 家族が認知症になった時に知りたいこと〔回答者：家族〕 
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前回の調査と大きな違いはありませんが、介護や医療に関するサービスについてのニーズが高

い状況です。 
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４ 有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅について 

 (1) 入居に対する考え 
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 入居を考えている割合には大きな変化はない一方で、知っているが入居するつもりはないという回答

が増加しています。 

 

 (2) 負担してもよい利用料金（月額） 
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(3) 選ぶ際に重視すること（料金以外） 
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(4)欲しい情報 
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４ 有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅について 
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 入居を考えている割合には大きな変化はない一方で、知っているが入居するつもりはないという回答

が増加しています。 
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(4)欲しい情報 
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５ 介護保険料について 

介護保険料負担への考え方 
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公費負担を増やすべきという回答が最も多い一方、保険料を上げることや利用者の負担を増やすとい

う考えを持つ人は多くない状況です。 




